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は
じ
め
に

最近欧米の
学者の
聞か
ら 、
儒教文化圏の
経
済が
非常に
うまくいっ
てい
るとい
う論議が
出てい
ますが 、
今日はそ

うい
う問題を
私ど
もがどう
考えたらいいのか、
そして
同時に日
本を
中心と
する
東アジア
とい
うものにス
ポッ
トを

当てて
い
くつ

かの
問題を
考察してみたい
と
思い
ます 。
と言うのは、
どうも一
二
世紀とい
うもの
を
考えると、
東

アジア
地域つ
まり
中国大陸 、
朝鮮半島 、
台湾 、
シン
ガポール
などが
世界をリードしてい
くのではないかと
思われ

る 。
そこ
でつい最近も
第一
企画出版とい
う所から『十
年後の
中国』
とい
う本に
続きまして 、
『二十一
世紀は日
本 、

台湾 、
韓国だ』
とい
う本を出したわけで
す 。

そして 、
欧米の
学者などが
非常に
注目し
始めたこ
と
もあっ
て 、
私が
中心に
なりまして日
本の
学会で
も 、Hアジア
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の
近代化と工
業化がどうして
注目されて
きてい
るのかμ
とい
うこ
とを比
較研
究する
大型のプロ
ジェ
クトが
来年度

か
ら
始まります 。
こ
れは、
文部省の
重点領域研
究とい
うこ
とで 、
特にロ
ケッ
トで

あるとか、
癌研
究とかの
自然科

学分野と並んで 、
人文社会科学では
唯一つ
重点領域に
指定されて 、
コ一年くらいか
けての研
究が
発足するわけで
す 。

日
本で
活躍してい
る
学者が五
O名くらい
参加するので
すが 、
その
成果などもおい
おいご
批判い
ただ
ける
機会もあ

ろうかと
思い
ます 。

そうい
うよ
うな組枠でお
話ししたい
と
思うわ
けで
すが 、
何と
言っ
て
も中国がどうなるかとい
うこ
とが 、
やは
り

非常に
大問題で
す 。
もし
も中国が二一
世紀の
初頭に 、
今日のアジアのNICS
諸国ぐらいの一
人当りGNPを
達

成するとい
うこ
とに
なりますと、
わが
国経
済に
対するインパ
クト
も非常に
大きい 。
あるい
は
東
南アジア
諸国が 、

中国経
済の
圧力の
下に
決定的な影響を
被るとい
うこ
とに
なるよ
うな気がします 。
とこ
ろが 、
どう見て
も中国大陸

だ
けはか
なり落ち
込んだ
状況に
あるとい
うこ
とが
想定されるわ
けで 、
そうした
落ち
込んだ
中国大陸と
非常に
活況

を呈する
中国大陸周辺の
国々
とのギャッ
プとい
うこ
とが 、
むしろ
大きな
問題に
なっ
て
きます 。

そこでまず中国のこ
とをお
話しした上で 、
次に
東アジア
諸国に
移りたい
と
思い
ます 。

〔一
〕
遅
れ
て
い
る
中
国
の
近
代
化
政
策

ω

毛
沢
東
の
死
と
北
京
政
変

ご
案内のよ
うに 、
H近代化μ

とい
う方向に

転換してか
ら 、
中国の
変化は
非常に
大きい
わけで
す 。
しかし
ながら同

五
年しか経っ
てい
ません 。
今日は、

時に
中国がそうい
うよ
うな転換を

始めてか
らまだ
僅か
四、

一
O年前の
今頃の
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中国はどうで
あっ
たかとい
うこ
とをちょっ
と
振り
返っ
てい
ただ
きたい
と
思い
ます 。

一
O年前の
中国は、
ちょ
うど 、
毛沢東が亡
くなっ

た
直後で
す 。
九月
九日つ
まり
菊の
節句（重陽節）
に
毛沢東は

亡
くなりました 。

一
九七六
年とい
うのは、

正に
中国の
現代史に
とっ
て最大の
転換に
なっ
た
年で
す 。
一
月に
周恩来

が亡
くなり 、

四月に
毛沢東体制下にお
ける
大衆反乱としての
天安
門事件が
起きる 。
そしてその
責任を全て
問われ

て郵
小平氏は
再び
失脚します 。
そして七月に
唐山大地震が
起きまして 、
何となく不吉な予感に
戦いてい
た
中国民

衆は、
遂に
九月
九日、
毛沢東の
天寿を全うする日を
迎えるわけで
す 。
とこ
ろがご
承知のよ
うに 、

その一ヵ
月
後に

北京政変 、
クーデターが

起こ
るわ
けで
一
O年前の
今頃は
中国にとっ
ては
大変な時期でした 。

私はたま一 たま毛沢東の
死の
日にNHKのテレビ

で 、
「こ
れは
中国にとっ
て
も大変なこ
とで
ある 。
も
うこ
の
権力

は
解体寸前に
あるし 、
毛沢東批判もやがて
起こ
るのではないか」
とい
うよ
うなこ
とを
申し上げた 。
そして 、
「人民



日
報」
の
右の
上の
方に 、

H毛沢東語録μ
とい
う欄が
ありますが 、
「規定方針通りに
やれ」
とい
う語録が
毎日出始め

たのが 、
ちょ
うど一
O年前の
今日
くらいか
らでした 。
この
語録とい
うのは、
日め
くりに
ある金言と
同じよ
うに 、

毎日
違う言葉が
出るとこ
ろに
意味が
あるので
すが 、
「規定方針通りに
やれ」
とい
う語録が
連日に
わ
たっ
て
掲
載さ

れる 。
こ
れはおかしい
とい
う風に
すぐ感じました 。
その
うちに 、
葬儀のための
追悼会のメンバ
ーが

発表に
なりま

した 。
とこ
ろが
葬儀委員長が
決め
られなくて 、
別格で
四名が
追悼会首席に
列記されました 。
こ
れも異常なこ
とで
す 。

一
月に
周恩来が亡くなっ
た
時の
葬儀はと
もか
く毛沢東がまだ

存命中でしたので 、
一
応毛沢東が
追悼会首席 、
葬

儀委員長でしたが 、
彼は
実際には
もう出られませんでした 。
そして
部小平さんが
弔辞を
読んだので
す 。

毛沢東の
葬儀に
関しては、
当時華国鋒は
既に
天安門事件の
後で
首相に
なっ
てい
ましたか
ら 、
本来華国鋒がやれ

ばいい
もの
を
華国鋒一
人に
決めかねて 、
葉剣英 、
華国鋒 、
それか
ら
後に
四人組のメンバ
ー

と言われた
張春橋 、
当

時躍進途上に
あっ
た王
洪文 、
この
四名が
別格で
列記された 。
つ
まり毛沢東の亡
骸をそっ
ちの
けで 、
葬儀委員長を
-4-

一
人に
絞るこ
と
もで
きない
状況が
続いてい
た 。
その
うちに 、
北京の
官庁街の
半旗が二
週間ぐらいして
下がっ
たと

い
う情報と
まだ上がっ
てい
るとい
う情報がが入っ
て
きました 。
こ
れはつ
まり 、
服喪期聞をめ
ぐっ
て
も争い
が
続

いてい
たわけで
す 。
結局妥協案が
成り立ちまして
一ヵ
月の
服喪期聞が
決まります 。

その一ヵ
月の
服喪期間はい
わば
政治休戦の
時期で
あるだけに 、
喪主で
ある
江青夫人は
少し
油断したのだろうと

思い
ます 。
とこ
ろが
喪が
明ける
前日の
朝 、
い
わば
毛沢東を
警護すべ
き中央警衛団を
動かして 、
華国鋒らが
喪主も

ろと
も逮捕してしまっ
た 。
こ
れが
北京政変で 、
そうい
うドラマ
が一
O年前の
今頃の
中国では
起こ
ろうとしてい
た

わけで
す 。
そして一
O月
七日に
華国鋒が
党政・
軍を一
手に
握っ
て 、
権力の
座に
就いた 。
北京の
街頭には
英明なる

華国鋒主
席こ
そ毛沢東の
後継者で
あるとい
う壁新
聞が
貼られた 。
そして日
本のマ
スコ
ミ
を見て
も 、
中国の
表の
戸

（そしてやがて
あら

ゆる
四人組の
罪状が
暴露されてい
くこ
とに
なりますが） 、
華国鋒が一
O月
七日に
権力を握っ
た
とい
う ，もの
の 、
そ

を
聞いて
も 、
H中国は

毛主
席の
死を
乗り越えて 、
一
致団結してい
くのだμ
と一
点張りだっ
た 。

の一
O月
七日に
中央委員会が
行われた
形跡は全くない 。
とい
うこ
とは、
彼はい
わばクー
デターを
起こして
権力を

握っ
たわけで
すが 、
その
日から
華国鋒氏は、
自らの
権力の
正当性の
根拠に
悩むわけで
す 。
そこで
「あなたがやれ

ば
私は
安心だ」
とい
う遺言を毛沢東は

残してい
ると言っ
て 、
その
御墨付きを
振りかざすこ
とに
なります 。

「人民日
報」
の
語録欄が
「規定方針通りにやれ」
とい
うの
を
載せてい
ましたが
つ
まりこ
れは
四人組が 、
毛沢

東の一
番の
側近として
「規定方針通りに
やれ」
と
毛沢東は二一一口っ
たのだと言う。
とこ
ろが
片一
方はそうでは
ない 。

「あなたがやれば
私は
安心だ」
との
遺言を毛沢東は
残したと言う。

かざすわ
けで
すが
一
O月の
初旬 、

い
わば
誰も証人の
ないよ
うな御墨付きを

振り

クーデターが
起こ
る二 、一二日
前から
「あなたがやれば
私は
安心だ」
とい
う御
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墨付きが
今度は
「人民日
報」
の
語録に
毎日出るよ
うに
なります 。

こ
うい
う異常な状況の

中で 、
北京政変が
間もなく起こ
るこ
とを私も予感したわけで

す 。
やがて
北京の
空港のロ

ピーに
も大きな

絵が
掲げられ 、
毛沢東が
華国鋒にそうい
うこ
とを
伝授してい
る
場面が 、
全
中国に
流されるこ
とに

なります 。
つ
まり
華国鋒氏は、
きつ
く言えばいかがわしい

権力者で
あっ
たわけで 、
そのいかがわしさを
隠すため

一
生
懸命に
毛沢東の
遺言を
振りかざす 。
このこ
とは
同時に
中国共産党内部に
華国鋒をやがて
退けなければ

い
けない
とい
う状況が

生まれて
きます 。
そして
翌七七
年 、
郵
小平氏はカムバッ
クしました 。

(2) 

都
小
平
の
復
活

考えてみると、
部小平がカムバッ
クで
きたのは
華国鋒のお
陰でして 、
もし
も四人組が

逮捕されてい
なければ 、



絶対に
世に
出られなかっ
たでしょ
う。
に
も拘らず再び
復権して
きますと 、
華国鋒のよ
うな毛沢東側近とは
違うわ

一
人の
中国の
有力なリーダー
も 、

やがて郵
小平が
党内で
力を
得るわけで
す 。
今日 、
郵
小平とい
わば
覇を
競う形に
なっ
ている
陳雲とい
うもう

旧劉少奇系列の
実権派に
属します 。
従っ
て 、
毛沢東の
考え方や
文化人市命とは

けで、
根本的に
違う人達が 、
党外で
多数派を
得ました 。
こ
れが一
九七八
年暮れの
中国共産党三
中全会で
す c
この
あたり

か
ら
中国は
い
わゆる

H近代化μ
へ
向けての
本格的な
歩みを
徐々
に
開始してい
くわけで
す 。

しかし、
当時はまだ二
万には、
毛沢東の
御墨付きを
振りかざすよ
うな
華国鋒の
勢力が
ありました 。
華国鋒はそ

の
問 、
太平政権の
時に
来日しました 。
そして
大平さんの
葬儀の
時
｜｜私も武道館で

列席しましたが
ーーその

後ろ

姿を見送りなが
ら 、
やがて
中国に
帰れば
消えてい
く人だろうと
私は
思っ
てい
た 。
間もなく彼は、
胡耀邦に
党主
席

の
地位を
譲るこ
とに
なりました 。
こ
れが八一
年の
九月で、
六
中全会で
す 。

二
年
九月には

そして
中国共産党は、
文化大革命を
公式に
否定し、
毛沢東思想を批判する
決議を
採択するわけで
す 。
翌
年の八

一
二
回党大会を
聞き 、
ここで
党規約を
改正して
従来の
党主
席制をやめてしまい 、
書記局機能を
非
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常に
強化しました 。
つ
まり政策決定の
中心は
政治局常務委員会ではなくて
書記局に
なり 、
書記局の
長 、
つ
まり
総

書記が
最高権力者のポス
トとい
う形に
なります 。
従い
まして
形の
上では、
ソ
連共産党と
非常に
近い 。
今日の
中国

共産党は、
政治局常務委員会で
常務委員で
あるよ
りは、

やはり
書記で
あるこ
とが
大事で
す 。
それはクレム
リン
も

同じで、
政治局員で
あるよ
りは、
書記で
ある
方が
決定的に
重要に
なりまして 、
大体に
於いて
書記が
政治局員を
兼

ねる 。
中国もそうい
う体制に
なっ
て 、
部
小平型の
改革が
本格的に
始動して
くるわけで
す 。
同時に
華国鋒とか、
北

京政変に
直接手を下した
人たちが
降格された 。
華国鋒の
場合は、
ナンバ
ーワン

で
あっ
た
ものが
（二
O
O
名
もい

る）
中央委員の一
員に
降格され 、
証東興に
至っ
ては、
中央委員候補の一
番最後、
末席に
降格された 。
こ
うい
う厳

しい
処断をして
郵小平の
近代化路線とい
うもの
が 、
全面的に
発動されて
くるわけで

す 。

では
何故 、
今日はそんなこ
とを
申し上
げたかと言うと 、
世の
中の
動きが
早い
もので
すか
ら 、
中国が
すっ
か
りこ

の郵
小平路線で
固まっ
て 、
近代化で
きたとい
う風に一

般には
思いがちで
すが 、
今申し上
げたよ
うに 、
まだ四
年も

経っ
てい
ないので
す 。
で
すから四
年くらいの
実験で、
中国が
すっ
か
り

変わっ
て
定着したと
考えるには
無理が
ある 。

しかし
なが
ら 、
この
四
年間は
重要で、
部小平氏は
今や八一
歳 、
残された
時間との
戦いに
もなっ
て
きてい
ます 。
こ

の
時間との
戦いの
中で
彼は、
再び
自分が
失脚するこ
との
ないよ
うに一
生懸命で
す 。
もっ
と
路線政策的に
言えば 、

毛沢東型のモ
デル
か
ら 、
部
小平型のモ
デルへ
転換するために
大急ぎでい
ろい
ろなこ
とをやりました 。

その
結果が 、

今日の
中国で
す 。

(3) 

毛
沢
東
政
治
の
ツ
ケ
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とこ
ろが 、
毛沢東政治の
四
半世紀 、
或いは
文化大革命の一
0
年間とい
う、
社会主義にとっ
て 、
また
革命後の
国

家にとっ
て
最も重要な時期に 、
中国は
大変なロ
ス
とマ
イナス
をやっ
てしまっ
た 。
こ
れが
他のアジアの
国々
と
違う

所で
す 。
他のアジアの
国々
は、
台湾にせよ
韓国にせよ 、
或い
はシン
ガポールにせよ
｜｜全部い

わば
独裁体制で
す 。

独
裁体制とい
う言葉が

悪ければ 、
最近の
政治学で
使う権威主義体制
25
3Z
52凹ヨ
で
すけれども

う

う権威主義体制を必要悪として
近代化 、
工
業化へ
の
基礎をか
なり形造っ
てしまっ
た 。

正に
毛沢東型の
権威主義体制で
あり 、
カリスマ
的な独裁体制で
あっ
たわ
けで
すが 、
それが

打倒され 、
批判されて 、
それを差し
引い
た
時に 、
実は
何も残っ
てい
なかっ
たとい
う大きな違い

が
あります 。
こ
れ

しかし
中国の
場合 、

はスターリンのソ
連と
も違うわけで、
スターリン
独裁体制下でソ
連は、
重工
業化へ
の
基礎をか
なり
作りました 。



中国社会とい
うものは
もと
もと
重構造社会 、
隙聞社会で
非常にフレ
キシブルに
富んだ
社会でしたが 、

イデオロ
ギーだ
けで、
人間の
精神革命だ
けで
何かやろうとして 、
経
済の
基礎

そこ
を毛沢

東思想で全て埋めつ
くそうとした 。

は全くで
きてい
なかっ
たわ
けで
す 。
そして
あらゆる
分野
｜｜私生活も 、

公的な生活も
｜｜あらゆる

隙聞社会を毛

沢東思想で埋めよ
うとした 。
だ
けど 、
その
毛沢東思想とい
うものが 、
否定されて
消し
去られてしまい
ますと 、
そ

こに
残るのはマ
イナスの
遺産ばか
りだっ
た 。
このマ
イナスの
遺産とい
うものの
解消に 、
今後の
中国はやは
り

長い

間悩んでいかざるを
得ないでしょ
う。

例えば
人口
問題ひとつ
をとっ
て
もそうで
すが 、
既に
中国の
人口は、
一
億に
なろうとしてい
るわ
けで
す 。
しか

も日
本のよ
うに
緑地が
多い
とい
う国土とは
違い
まして
二一パ
ーセン
ト
くらいしか

森林平野率は
ありませんし

実際に
人聞が
住める
空間は、
日
本の
三・
七
倍くらいしか
ない 。
そこに
巨大な人口
を抱えて 、
しか
も産業構造の
転

換は
依然として
基本的には全く出来てい
ない 。
八
Oパ
ーセン
トが

農民で
あるとい
う社会で
す 。
日
本の
場合 、
純粋
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な
農民は
数パ
ーセン
ト 、

兼業農家を入れて
も一
七パ
ーセン
ト
くらいしか
農業人口がない 。
台湾とか
韓国 、
シン
ガ

ポール
など
（
香港は
都市国家で
すが）
アジアの
他の
国は
大体に
於いて
産業構造の
転換が
図られてい
る 。

そうい
う状況と比べ
ると 、
この
産業構造の
転換をどうやっ
てい
くのかが
問題に
なっ
て
きます 。
こ
れは、
三口っ
て

みれば
毛沢東型
農業基礎論のツ
ケ
とい
うこ
とに
なる 。
言い
換えれば
毛沢東型の
人間資本論、
人聞は
多ければ
多い

ほどいい
といっ
た
あの
毛沢東政治のツ
ケが 、
今後の
中国を
拘束する 。
つ
まり毛沢東個人を
否定し、
毛沢東思想を

中国共産党の
建前か
ら消し
去るこ
とは
易しかっ
た 。
とこ
ろが 、
それが
残した
現実とい
うものは、
重く中国の
将来

を
拘束していかざるを
得ない 。

現在 、
中国の
GNPは一
人当た
り二五0ドル

か
ら 、
多くみて
も三五
0ドル
で、
今世紀末に一
000ドルに
する

とい
うのが 、

四つの現代化の
基本目標で
すが 、
最近 、
部小平さんは
少し
弱気に
なりました 。
恐らく人口
問題の
重

圧だと
思い
ます o
H一

人っ
子政策μ
も 、
もう
限界に
来てい
ますか
ら 、
人口
も増えるだろう。

そうすれば 、
工
農業生

産が四
倍に
なっ
て
も 、
一
人当た
りGNPはとて
も一
000ドルに
もならない 。
「八
00ドル
か
七
0
0ドル
で
もい

い
わば
近代化へ
向か
うのは一

二
世紀だ」
とい
うよ
うなこ
とを 、

部小平さん
自身が
最近のスピーチで
述べ
てい
るわ
けで
す 。

いではないか。
そして
中国が 、
本格的な工
業化へ 、

(4) 

深
刻
な
外
貨
不
足

しかし
私は、
郵
小平さんは
非常に
急ぎ過ぎてい
ると
思い
ます 。
そして 、
その
急ぎ過ぎのツ
ケが
回っ
て
きました 。

例えば 、
外貨不足で
す 。
最近ある
中国筋が
把握してい
るとこ
ろによると 、
二
O数億ドル
しか
ない
とい
う。

一
O億
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の
人口
を
持ちながら 、
外貨が二
O数億ドル
しか
ない 。
しかし、
多い
時は一
七O
億ドル
くらい
あっ
た
筈で
す 。
香港

との
貿易がか
なり良かっ
たし、
経
済の
活性化の
影響が一
時は
出てい
ました 。
しかし
ながら 、
とにか
く巨大な人口

ちょっ
と
外国か
ら皆が
物を
買えば 、
サッ
となくなるわけで

す 。
他と比較してみると 、

を
持ちますか
ら 、

いかに
中

国が
深刻な外貨不足に
陥っ
てい
るかがわか
ります 。

そこで、
台湾と比較するのが一
番いいので
すが 、
台湾は
人口

が一
九OO万で
中国大陸の
約六O分の
つ
それでいて
台湾の
外貨準備は、
現在三五O
億ドル
前後あります 。
つ
ま

り 、
人口が六
O分の一
で
一
O倍の
外貨を
持っ
てい
るわけで
す 。
中国にとっ
て
政治戦略的には
最も重視し
なけれ

ばい
けない
台湾と比べ
て 、
経
済の
実績がこ
んなに
大きく違っ
て
きてい
るわ
けで
す 。

なりふ
り構わず外貨規制に

乗り出さなければい
けない 。
ご
承知のよ
うに
中国は、
昨年の
四月

一
日
付けで
外貨管理
違反実施処罰細則が
通達されました 。
こ
れは
非常に
厳しい
外貨規制を目指してい
ますか
ら 、

こ
うなりますと 、



日
本の
個々
の
企
業と
契約して
も 、
そんなものは
もの
と
もせ
ず契約を破棄して
も 、
外貨を
節約し
なさい
とい
うのが

この
通達の
基本精神で
す 。
で
すから商談のトラブル
が 、
今 、
日
中関係で
約一000
億円上がっ
てい
ますが
A 
7 後

もっ
と
増えて
くるでしょ
う。
とい
うこ
とは、

やは
り
俗がだっ
たので
す 。
人口が
多い
とい
うこ
とは、
決して 、

三年
前から大いに
中国市場が
喧伝されて 、
バ
ラ
色の
中国市場論

が
花咲いたわけで
すが 、

マ
ーケッ
トに

なるわけで

はない
とい
う歴史の
教訓は
アヘ
ン
戦争が
起こ
る
前 、
ジャ
lデン・

マ
ティソン
が
中国でひと
儲けしよ
うとした
時

か
ら生きてい
るわけで
す 。
人口が
多くて経
済が
活性化していて 、（
そして
今の
時代で
すから 、
貿易をした
場合に
結

局はその
外貨で
決済するわけで） 、
外貨の
裏付けもちゃ
んと
あっ
て
初めてマ
ーケッ
トに

なる 。
とこ
ろが 、
こ
と
中国

に
関する
限り 、
こ
うい
う常識のレンズ
がしばしば
曇っ
てしまう。
こ
れはやは
り
日
本人の
中
国に
対
する
特
殊な

印可自問】曲芸司 、が
あるからでしょ
う。
万
里の
長城やシルクロ
ードのロマ
ンにか
きたて
られるので
す 。
だか
ら
私がいつ

も言っ
てい
るよ
うに 、
こ
れは
紀元前のお
話で
あっ
て 、（シルクロ
ードとい
うのは
唐の
時代とか、
元の
時代のお
話で

ハU

す）、
現実の
中国社会とい
うのは、
巨大な人口
を
抱えて経
済的には、
依然として
農業国家として
存在する 。
そして

同時に
国内的には、
よ
うやく四年
前に
本格的な近代化に
乗り出したとい
う社会で
すから 、
そう全てが
うまくい
く

わけでは
ありません 。

FD

 

最近の
中国は、
外貨不足もそうで
すが 、
もう一
つ
は、
あれほど
毛沢東思想で
固めよ
うとした
中国社会が
崩れて

原
則
主
義
者
の
批
判
と
圧
力

いっ
たとい
うこ
とが
挙げられます 。
その一
番いい
例が 、
人民公社の
解体で
す 。H中固とい
えば
人民公社υ
とい
うよ

うに 、
毛沢東モ
デルの
正にシン
ボル
で
あり 、
典型で
ありましたが 、
もう中国に
行っ
て
も人民公社を
見るこ
とはで

きません 。
この一
月を
期して一
切聾を消しました 。
しかし
なが
ら 、
この
解体過程で
農民に
生産責任制をとらせた

ために 、
農村経済は
活況を呈しました 。
とこ
ろが
活況を呈したのはいい
けれども 、
今度は、
利に
聡い
中国人の
顔

が
出てしまっ
た 。
い
わば
拝金主義（
中国語では
向銭看）
で
す 。
お金に
ならなければ
動か
ない 。
お金を
見て 、
銭に

向っ
て
物を見るとい
う風潮 。
それから
同時に
何をやるに
も裏口か
らとい
う走後門 。（裏口か
らやるとい
うのは、
あ

る
意味では
中国社会の
特徴で
す）。
あれほど
社会主義を揚げ 、
マ
ルクス・
レ
lニ
ン
主義を揚げ 、
毛沢東主義を揚げ

イデオロ
ギー
的に
教えこ
もうとしたのが 、
価値観が
崩れた
後には、
こ
うい
う悪い
面だけが
出て
きまし

て
政治的 、

たか
ら 、
やはり非常に
混乱が
起こ
ります 。

混乱が
起こ
れば
当然のこ
とながら 、
批判が
起こ
るわ
けで
す 。
先程申し

上
げた
陳雲さんのよ
うな、
よ
り原則主義者が 、
部小平の
改革に
対して
非常に
批判的に
なっ
て
きております 。
そう

い
うプレッ
シャ
ーが

あれば 、
郡
小平もあまりいい
顔ばか
りしてい
られなくなりますから 、
彼自身も最近は
政策転
tsA

 

唱tA

換して 、
引き締めの
方向に
向わざるを
得ない 。
そうい
う結果を
今の
中国は
迎えてい
るわけで
す 。

私は、
陳雲さんのよ
うな原則主義者 、
つ
まりあくまで
も共産主
義 、
社会主義でいか
なければい
けない
と主
張し

てい
る
人達の
意見とい
うものは
侮れない
と
思い
ます 。
中国が

Hマ
ルクス・
レlニ
ン
主義を
建前とし、
共産党の
独

裁国家で
あるM
とい
うこ
とを崩すので
あれば
話は
違い
ます 。
今の
政治改革の
動きを見ると、
もっ
と
自由化しよ
う

とい
う圧力も確かに
ありますが 、
それに
あまり
期待をか
けるわけにはいか
ない 。
一
度権力を
握っ
た
共産主義者と

しては、
自分達の
体制が
危なくなるよ
うな形の
自由化は
絶対にで
きませんか
ら 、
やはり引き締めは
起こ
ると
思い

ますし、
現に
中国は、
今引き締めよ
うとしてい
ます 。
そして 、
対外開放と言っ
て
もこ
れは
外国人に
対しての
開放

で
あっ
て 、
中身を全部中国人に
開放してい
るわ
けでは
ありませんか
ら 、
そうい
う方向を
取らざるを
得ない 。

それから 、
郵小平 、
胡耀邦 、
あるい
は
胡啓立とい
うよ
うな比較的近代派の
潮流に
対して 、
陳雲 、
李鵬 、
挑依林



あるいは
喬石といっ
た
党人派の
幹部達がい
るわけで
す 。
こ
うい
う人達は
西
側の
指導者に
殆ど
会い
ませんし、
陳

雲さんなどは、
あれほどの
人材で
ありなが
ら 、
日
本の
財界人や
政治家 、
外交官も会うこ
とがで
きない 。
とこ
ろが

ソ
連の
要人が
来ると、
もう抱きかかえんばか
りの

応接をします 。
今中国に 、
ソ
連のタル
イジン
副首相が
行っ
てい

ますが 、
こ
れらの
人達が
本当に
同志的な結合を図ろうとしてい
る 。
この
圧力がやはりあると
思い
ます 。

従っ
て 、
例えば
深別の
特別経
済区について
も 、
そうい
う左か
らの
圧力が
ありますか
ら 、
部
小平氏は最近 、
あま

りそれをいい
とは
言わなくなりました 。

(6) 

特
別
経
済
区
の
ト
ラ
ブ
ル

それでどうい
うこ
とが
起きるかと
言うと、
深別のこ
とは
皆さんに
もい
ろい
ろ
関係が
あると
思い
ますので、
つ

内L噌BI

だけ例を
引いてみますと、
まず深刷とい
うのは、
経
済開放区のショ
l・
ウイン
ドウで

す 。
そのショ
l・
ウイン
ド

ウの
中で、
深桝
駅ピル
建設とい
うプラン
トは、
中国が正に
香港との
接点 、
あるい
は
東
南アジア
華僑社会との
接点

として
非常に
重視した 。
日
本はここに
兼松江商が
全面的に
取り組んだわけで
すが 、
い
ろい
ろトラブル
が
起こっ
て

兼松は全面撤退に
なりました 。
今その
補償の
問題がい
ろい
ろ
残っ
てい
るよ
うで
す 。

では
何故そのよ
うな事態に
なっ
たのかと言うと、
結局中国側の一
種の
契約違反で
す 。
駅ビル
工
事に
約五
O億円

ぐらいかかっ
てい
るので
すが 、
その
回収のために 、
そこ
を
通過する
際に一
人一
五
O円の
使用料とい
うか、
通行税

を取るとい
うこ
とで、
中国側として
合意していた 。
とこ
ろが 、
深別特別経
済区に
対してい
ろい
ろプレッ
シャ
ーが

ある
もので
すから 、
中央の
方針が
非常に
厳し
くなりまして 、
そのよ
うなもの
は
取っ
て
はい
けない
とい
うこ
とに

なっ
た 。
そのために
当初の
予定が
全部狂っ
て 、
結局兼松江商は
撤退せざるを
得なくなる 。

もう一
つ
の
例は、
同じ深馴
特別経
済区に
蛇口
とい
う所が
ありますが 、
南海油田が
出るとい
うので、
珠江デルタ

の
油田開発と並んで、
そこに
大変立派な工
業セクターがで
きるとい
う触れ

込みでした 。
私も現地を
見て
きました

ただ
野立の
看板が
吹きざらしに
なっ
てい
るだ
けで、
皆引き揚げよ
うとしてい
る

が 、
南海油田がいつ
出るの
やら 、

状況で
す 。
ご
承知のよ
うに 、
そこに日
本のサンヨ
ー

電機が
大きな工
場を
作っ
てい
ました 。
サンヨ
ー

電機は、
深馴

では
中国側にとっ
て
優等生とい
うか、
信頼の
厚かっ
た
会社で
すが 、
ここ
が今 、
中国との
聞のトラブル
で
大変なこ

とに
なっ
てい
ます 。

そもそも特別経
済区
が
うまくいか
ないのは、
中国側の
開放政策に
大きな
問題点が
あります 。
一
つ
は、
ご
承知の

よ
うに
近代化とい
うのは
機械化するこ
とで
すが 、
機械化は
省力化に
繋がるわけで、・
そうい
う近代化政策自身が 、

中国社会の
根本的な矛盾を
再生産し
拡大するとい
うこ
とで
す 。
で
すか
ら宝山製鉄所型の 、
コ
ンピュ
ーターだ

けで
『u

動くよ
うな大きなプロ
ジェ
クトが 、
今の
中国に
とっ
ていかに
矛盾を
再生産させるこ
とかとい
うこ
とをおわか
りい

ただ
けると
思い
ます 。

もう一
つの
根本的な問題は、
中国は
外国の
資本と
技術を導入して
製品を
作り 、
外国に
売る 、
つ
まり
外貨を
稼ぐ

とい
う立
場で
す 。
とこ
ろが日
本の
企
業で
も 、
アメ
リカの
企
業で
も 、
東
南アジアの
華僑で
も 、
特別経
済区
なり 、
中

国本土なりに企
業進出するとい
うこ
とは、
やがていつの
日か
中国マ
ーケッ
ト

を
狙うために
出てい
くわけで

す 。
今 、

日
中貿易をしたり 、
中国に企
業がた
くさん

進出してい
ますが 、
殆ど
利益が
挙がっ
てい
ない 。
金融
機関もた
くさん

進出してい
る
けれども 、
全
然利益は
期待で
きない 。
に
も拘らず 、
いつの
日にかとい
うこ
とで
｜｜企

業聞の
競争も

ありますから
｜｜支店を出し、

事業所を出してい
る 。
それはそうい
う夢が
あるか
らこ
そ先行投資している 。
とこ

ろが
中国側は
夢を
実現されては
困るわ
けで
す 。
で
すか
らそこに
根本的な
喰い
違い
が
ある 。



先き程申し上
げたサンヨ
ー

電機の
場合も
｜｜例の

福建省の
日立テレビ
がそうで
あっ
たよ
うに
｜｜作っ

た
製品を

中国圏内に
売っ
て
もらっ
ては
困るので
す 。
だ
けどよ
うやく中国国内に
売っ
た 。
とこ
ろがその
決済を中国側は
人民

元で
行なうわけで
す 。
しかし 、
人民一克をい
くら

貰っ
て
も困る 。
そこで
中国は工
場の
労働者を派遣する
時に
斡旋料

を
徴収するので、
その
斡旋料ぐらい
は
人民元で
支払お
うと
思っ
たら 、
中国側は
香港ドルつ
まり
外貨でよこせと言

ぅ 。
中国は
外貨不足で
すか
ら
当然そうなるわけで、
今こ
うい
う問題が
出て
きてい
ます 。

このよ
うに 、
深別
特別経
済区に
進出してい
る企
業で、
中国側に
最も歓迎されてい
た企
業との
聞に
もトラブル
が

起こ
る 、
とい
うよ
うな形で
近代化が
進んでい
くとい
うよ
うなこ
とを
考えると、
中国本土が
形を整えて
くるのには、

まだまだ
大きな時聞がかかるのではないでしょ
うか。
このこ
とを毛沢東政治のマ
イナス
遺産とい
うツケの
解消ま

でどの
くらいかかるとい
うこ
とと
勘案してみますと、
ぴっ
たり一
二
世紀の
中噴までかかるこ
とに
なります 。
で
す
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か
ら中国がこの
まま順調にいっ
たと
仮定して 、
今世紀末に一
人当りGNPが 、
マ
キシマ
ム一000
ドル

で
す 。

私は、
今の
中国の
潮流は、
逆流はし
ない
と
思い
ま
す 。
流れが
元に
戻るこ
とは
ない 。
そ
れは
も
うな

宮
EO『
ロO

ZEヨ ョで
ある 。
しかし
なが
らこの流れは、
右へ
左へ
と
蛇行を
繰り
返していかざるを
得ない
と
思い
ます 。
最近一
年

聞は、
少し
右に
寄っ
てい
たのが 、
今度は
左に
行くでしょ
う。
そして
中ソ
関係も 、
その
点では
非常に
良くなっ
てい

くだろう。
中国は、
西
側に
対しては、
中ソ
関係はそう
簡単ではない
とい
うこ
とを言い
ます 。
が 、
それは西
側を
安

心させるために
言うわけで、
実際には、
か
なりい
ろい
ろな問題が
進んでい
ますか
ら 、
今後は
国境附近のプロ
ジェ

クトが
中ソ
間で
進むと
思い
ます 。
社会主義国は
現実の
問題として
経
済面で
困っ
てい
ますし 、
外貨について
も 、
ソ

連も中国も不足してい
ますか
ら 、
そうい
うこ
とをお互いにパ
iタ1でやるこ

と
も馬鹿にで
きない 。
中国はやがて

労働力をソ
連に
出すとい
うこ
とに
もなるだろうし、
そうい
う方向に
行こ
うとしてい
るとい
う状況も 、
私ど
もは、

頭に
入れておいていい
と
思い
ます 。

さて 、
そうなると
中国の 、
一
人当りGNPが二000
ドル
くらいに

なるのはいつの
日かとい
うと、

やはり二一

世紀の
半ばに
なるだろうとい
うのが 、

客観的に
見た
中国経
済の
見取り図で
す 。
それは
私どもに
とっ
ては
幸い
なの

前には
H環太平洋時代が

始まる 。
中国は
近代化したのだか
ら 、

か
もしれませんが 、

逆に 、
そう簡単に
中国大陸とリンクして日

本の経
済的将来を
考えるわ
けにはいか
ない 。
数年

では
非常に
強かっ
たので
すが 、

その
中国と一
緒に
なっ
てH
とい
うイメ
ージが日

本

それは、
やはり残念なが
らで
きない
と
思い
ます 。

〔一
二
高
度
成
長
を
続
け
る
台
湾

一
方 、
大陸以外のアジア
諸国を見てい
ると、
経
済の
数字とい
うものは

無政府的に
動くし 、
客観的なデータ
とし

経
済
の
安
定
が
も
た
ら
す
政
治
的
安
定

Ed

 

て
出て
くるために

予想外にいい 。

例えば
台湾は
一
九OO万の
人口
を
持っ
て 、
十
数パ
ーセン
トの

経
済成長率を続けてい
ます 。
最近で
も日
本以上

の
成長を続けていて
い
ろい
ろの
試算が
ありますが 、
この
ままずっ
と成長するだろうと

見られてい
る 。
台湾の
場

合は、
既に
去年の
統計で一
人当りGNPが三O八0
ドルに

なっ
てい
ます 。
とい
うこ
とは、
既に
昨
年現在で
中国の

のが 、
大方の
推計で
す 。

一
O
倍以上に
なっ
てい
るわけで
す 。
そして
今世紀末には八000
ドル

から一
0000
ドルに

なるで
あろうとい
う

しか
も 、
最近台湾が
非常に
外貨を
貯めたために 、
アメ
リカの

圧力で、
ひょっ
とすると新

タイペ
イピ
l

通貨の
切り上
げをやらざるを
得ない
と
考えられる 。
そうするとますます外貨も 、

一
人当りGNP
も



増えるので、
実質は四000
ドル
くらいに
なっ
てい
ると
見ていいでしょ
う。

私は
前々
か
ら
アジアの
比較近代化論をやる
時に
一
人当りGNPが二000
ドルの

壁をいつ
超えるかとい
う

点に
注目してい
ます 。
NICS
諸国と言われるロ命者一
三ロ色5E丘町百∞
gzEュ2
の
推移を見てい
ますと、
一
人当り

GNPが二000
ドルに

なるまでが
大変なんで
す 。
二000
ドル

を
超えると、
それが三000
ドル 、

四000
ド

ルへ
とほぼ
順調に
伸びてい
くわけで

す 。
二000
ドルに

達するまでは、
まず政治も安定しませんし、
絶えずクl

デターが
起こっ
たり 、
軍事独裁が
起こっ
たり非常に
不安定で
す 。
とこ
ろが
台湾の
場合は、
もう既に三一000
ドル

を
超えてい
ます 。
とい
うこ
とは、
我々
が
国際関係論の
立
場か
ら 、
あるい
は
政治学の
立
場か
ら見ると一つ
の
尺度に

照らせば 、
台湾は
もう激動を
繰り
返さなくていい
段階まで
きてい
る 。
そして一
人当りGNPが二000
ドル
くら

い
を
超える段階から 、
例えば
国民の
貯蓄率が
非常に
高まるわけで
す 。（後でお
話ししますが 、
韓国も既にその
水準

を
超えていて
二000
ドル
くらいの

所か
ら 、
貯蓄率も非常に
高くなっ
てい
る 。）
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こ
れまた
中国大陸と比較すると明瞭で
すが 、
今の
中国は
殆んど
貯蓄をし
ない 。
農民は生産責任制で
少しお金が

儲かるよ
うに
なり 、
貯まるよ
うに
なっ
た 。
こ
れは、
毛沢東モ
デル
を崩すために 、
農産物の
統一
買付価格を郡小平

が 、
政策的に
引き上げたか
らで
す 。
い
わば
飴を
与えたわけで
す 。
そのために
中国は
国家財政が
赤字に
なり 、
初め

は
人民銀行か
ら
借り入れたりしましたが
追いつ
か
なくなっ
て 、
どんどん
人民元を
増発しましたから 、
もの
すごい

インフレ
で
す 。
そしてインフレ
で
出回りすぎた
通貨を 、
持っ
てい
る
人か
ら回収するために 、
日本か
らテレビ
を
買

うこ
とを一
時奨励したと
も言われます 。
で
すか
ら日
本のテレビ・
弱電関係は一
時非常に
良かっ
た 。
しかし、
昨年

後半から外貨規制もあっ
て 、
中国か
らの
注文はピタリと止まっ
てい
ます 。
それと比較すると、
台湾の
場合には、

やはり落ち
着いて
きてい
る 。

それから 、
大体一
人当りGNPが二000
ドル
ぐらいに
なると、
一
般の
人達が
外国旅行に
出る
余裕が
出て
くる

わ
けで
す 。
わが
国も 、
当初は一00
ドル
しか
持っ
て
行っ
てはい
けない
とか、
い
ろい
ろ
規制が
ありましたが 、
外国

旅行が
自由化されたのは、

たしか
今か
ら二
O
年くらい
前でした 。

最近 、
東京都内の
立派なホテルに
も台湾か
らのお
客さんがた
くさん

来てい
ますし、
秋葉原で
も目立ちます 。

一一一日
前も 、
たまたま
富山の
方に講演に
行っ
て
黒部観光の
社長にお
会いしましたら 、
宇奈月
温泉か
ら黒四ルlトは、

台湾か
らのお
客さんで
非常に
潤っ
てい
るよ
うで
す 。

(2) 

拡
大
す
る
中
国
大
陸
と
の
格
差

それか
ら 、
外貨準備について
言えば 、
西ドイツ 、

非常に経
済のパ
フォ
ーマ

ンス
がいい 。
そうすると、
もし
政治的な
問題が
なければ 、
台湾はこの
まま
ずっ
と今世紀

日
本 、
アメ
リカに

次いで四
番目が
台湾で、
そうい
う意味では
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末まで、
あるいは一
二
世紀にか
けて
もか
なり経
済的には、
アジアの
優等生として
進んでい
くと

思い
ます 。
そこで

政治的問題を
考えると、
先程も申し上
げたよ
うに 、
現在の
時点で
中国と経
済格差が 、
こ
んなに
大きい
とい
うこ
と

が一
番大事な問題で
す 。
ここ
まで経
済が
良くなっ
て
きますと、
台湾自身が
社会主義の
中に
吸収されるとい
うよ
う

なこ
とは
だんだんなくなっ
てい
くし

不可能に
なっ
て
きます 。

それか
らもう一つの
問題は
一
九OO万の
人口の
九Oパ
ーセン
トは

台湾に
生まれ育っ
た
人に
なっ
てい
るとい
う

現実で
す 。
で
すか
らもう一
度大陸に
帰りたい
とい
う、
葉が
落ちる
時には
根に
戻るとい
うH落葉帰根の

情H
は、
国

民党の一
部には
あっ
て
も 、
だんだん
薄れて 、
台湾に
生まれた
人達が 、
本省人も外省人もそれを
問わ
ず 、
台湾の
経〈

済的な
gzq
を固め 、
それを
享受するとい
う方向に
なっ
てい
くのではないか。



また 、
中国大陸か
らの
統一の
呼びか
けとか、
武力解放をちらつ
かせるとか、
い
ろい
ろ
ありますが 、
我々
でシ
ナ

リオを
考えてみたとこ
ろ 、
い
ずれも
ほぼ一
OOパ
ーセン
ト

あり
得ない
と
思い
ます 。
部
小平さん 、
あるい
は今後の

中国の
指導者は、
台湾解放とい
うこ
とを言うでしょ
うし、一ゴ一ロい
続けるでしょ
う。
それは不可能に
なればなるほど

言わざるを
得ない 。
武力解放とい
うこ
とも言い
ますが 、
軍事的に
見て 、
今の
人民解放
軍に
台湾を
武力解放するだ

けの
力はないでしょ
う。
台湾もか
なりの
武力を
持っ
てい
ますし、
地政学的に
見て
も 、
台湾攻略とい
うのは、
そん

なに
やさしいこ
とでは
ありません 。
仮に 、
同胞に
血の
雨を
降らせる
形で
台湾を
攻略して
も 、
その
後が
大変だとい

うこ
とに
なりますと、
恐らく台湾は
今
後現状を
維持してい
くと
思い
ます 。

〔
三〕
東
ア
ジ
ア
の
活
力

。。

次に
韓国を見てみます 。
韓国については、
私はそれ
程の
専門家では
ありませんが 、

燃
え
て
い
る
韓
国

い
ろい
ろ
数字の上で
比較研

究してみると 、
台湾に
比べ
て
経済の
基盤は、
まだ
脆弱だと
思い
ます 。
ある
意味での
自転車操業は
続いてい
ます 。

ご
承知のよ
うに 、
高度成長の
査みで四百
数十
億ドルの
外債を
持っ
てい
るわけで
す 。
しかし
なが
ら 、
ソ
ウル
オリン

ピッ
ク
をうまくこ
なしてい
けば
｜｜今そうい
う意味で
韓国は
燃えてい
ますか
ら
l｜そして

第一
次産品が
大巾に
下

落してい
るこ
とが
韓国に
とっ
ては
有利な
条件に
なっ
てい
ますので、
この
対外債務もほぼ
九0年
代には
解消される

だろうと
見られてい
ま
す 。
最近もロ
ンドン・
エコ
ノミス
トとかフィ

ナンシャル・
タイムス
が

H韓国の
奇跡μ
とい

うよ
うなこ
とを
随分取り上
げてい
ます 。

ご
承知のよ
うに
自動車産業も 、
日
本の
技術援助を
受けながらここ
まで
成長して
きでい
る 。
韓国産の
車が 、
間も

なくカナダだ
けで
なくアメ
リカに
も出てい
くでしょ
う。
アメ
リカ
との
関係から言い
ますと、
実は日
米貿易摩擦で

我々
は今 、
それに
当面してい
るわけで
すが 、
例の
前川レ
ポートについて
私のよ
うなアジア研

究者から見ますと、

一つ
致命的な問題が
あります 。
それは
日
本だ
けが
貿易摩擦の
改善に
努力して 、
内需の
拡大をして
も 、
今のアメ

リカ
は、
それで
全て
良くなるわけではない
とい
うこ
とで
す 。
規模は
小さい
けれど 、
同じ
問題を
台湾との
聞に
も 、

韓国との
聞に
も持っ
てい
るとい
うこ
とは
か
なり重要だと
思い
ます 。

台湾の
場合 、
去年アメ
リカ
との
貿易で一一二O
億ドル
も黒字に
なっ
てい
るわけで
すか
ら 、
アメ
リカにとっ

てか
な

り
深刻なこ
とで
す 。
韓国の
場合も 、
今年
は
恐らく六1七
O億ドルの
対米貿易黒字に
なるでしょ
う。
そうすると
今

ゃ 、
東アジア
地域とアメ
リカ
との
聞が 、
垂
直関係に
なり
始めてい
る 。
つ
まり
台湾にして
も 、
韓国にして
も 、
もは

一19-

や
農業国ではないので
す 。
それでは
何故台湾はそんなに
黒字を
稼い
だかとい
うと 、

砂糖やパ
イナッ
プルの
輸出に

よる
ものではなくて 、

半導体とかマ
イクロ・
エ
レクトロニ
クスによっ
て
黒字を
稼い
でい
るわけで
す 。
そしてアメ

リカか
ら農産物を
買っ
てい
る 。

こ
うい
う
状況が
東アジア
全体に
あるとい
う点を

前川レ
ポートは
実は
落としてい
るとい
う気がします 。
で
すか

ら 、
そこに
中国を
除く東アジア
とい
うもの

全体の
活力が
あるし、
こ
れに香港、
シン
ガポール
を加えると
尚はっ
き

りするので
すが 、
西
太平洋圏の経
済のパ
フォ
ーマ

ンス
が 、
非常に
活力を
持っ
て
きてい
るとい
う問題が
あります 。

(2) 

懸
念
さ
れ
る
香
港
の
一

九
九
七
年
問
題

ここで、
香港とシン
ガポールについて
もう少し
触れてみます 。
現状においては、
香港とシン
ガポール
は、
台湾 、



韓国以上に経
済的には
活況を呈してい
ますし、

シン
ガポール
も香港も超えてい
ます 。

一
人当りGNPは
非常に
高いで
す 。一一1一一一年前に既に一
人当りG

NP六000
ドルの

壁を

一
人当りGNPが六000
ドル
くらいに
なりま

すと、
日
本と
大きな違いがなくなる 。
日
本は
約一0・000
ドルで

すが 、
人間生
活とい
うものは
豊かに
なれば 、

一
億円の
資産の
ある
人も 、
二
億円の
資産の
ある
人も殆んど同じで
あっ
て 、
大した
差はない 。
ただし二
1三000

万円以上に
なるまでが 、
実は
人間個人にとっ
て
も大変だとい
うこ
とと同じよ
うに 、
アジアの
国々
を
見て
も一
人
当

りGNPが二00
0ドル
を
超えるまでが 、
大変なわけで
す 。（
実は、
世界でこ
れを
超えてい
る
国々
は、
そんなに
多

くは
ない 。
アジアの
中では、
日
本以外では、
NICS
諸国だ
けで
す 。）
こ
れを
超えてしまうと、
消費生
活などはか

なり豊かに
なります 。

ただ
香港の
場合は
一
九九七
年問題とい
うものが
控えてい
ます 。
しかし
当面は、
香港はまだ
活況を呈してい
る

わけで
日
本からの
投資も多い 。
けれど
も私は
一
九九七
年問題とい
うものが 、
そう
簡単に
うまくい
くだろうか

円uqL

 

と
懸念するわ
けで
す 。
中国の
方が 、
その
噴か
なりのハ
ン
ディ
キャッ
プを
持ちますか
ら 、
例えばその
頃の
指導者が

焦っ
て 、
香港か
ら
税金を取るとい
うよ
うなこ
とを言い
出しはし
ないか。
ご
承知のよ
うに 、
現在の香港は、
最高法

人税率は一
入パ
ーセン
トで

す 。
個人の
場合は一
七・
五パ
ーセン
ト 。

正に
ZHY
28
で
す 。（日
本などは、
い
くら儲

かつ
て
も法人の
場合は六
1七Oパ
ーセン
ト 、

個人の
場合はた
くさんお金が

儲か
る
と
九Oパ
ーセ
ン
ト

以上
税
金に

持っ
ていかれますが 、
香港はそうい
う意味で
gHF
22
で
あります） 。
それか
ら 、
あらゆる
ものに
関税がかからな

い
とい
う
廿2
宮ユ
で
す 。
こ
うい
う
い
わば香港的な自由とい
うものが 、
供与されるかとい
う不
安が
あります 。

それから 、
香港がこ
んなに
伸びて
きたのは、
中国人社会で
ありなが
ら 、
全く政治が
なかっ
たか
らで
す 。
とこ
ろ

が 、
最近も原発開発をめ
ぐっ
てい
ろい
ろ
割れてい
るよ
うに 、
中国人社会に
政治が
入りますと、
途端に
大変なこ
と

に
なる 。
香港の
場合 、
やがて
特別行政区
長官とい
う市長職を選ぶの
も 、
政治に
なっ
て
くるわけで

す 。
中国大陸の

人達は
当然 、
特別行政区
長は
自分達の

息のかかっ
た
者をと
思うでしょ
うし、

香港の
住民はそれが
嫌で
すか
ら 、
何

とか
自分達の
意にか
なっ
た
人達を市長にしよ
うと

する 。
こ
うい
う問題を

考えただ
けで
も 、
そう
簡単に
香港の
将来

がこ
れで
決まっ
たとい
うわけにはいか

ない 。

の
社会で
あります 。
同時に 、
対外依存度が
非常に
大きい 。
香港ドル
も 、
例えば
英中交渉が
うまくいっ

たり 、

ひとたび
政治的な不
安定が
起きるとガタガタ
と
崩れてい
くのが 、

あ

なくなっ
たりする
度に 、
大きな曲線を
描いて上
下に
動くよ
うなとこ
ろが
ありますか
ら 、
ここに一

つの
問題が
あり し、

f》

ます 。それか
ら 、
私どもの
近代化論のメ
ジャ
ー（

尺度）
は
一
人当りのGNP二000
ドル

とい
うこ
とと、
もう一
つ

一
五OO万人ぐらいのマ
ーケッ
トを

持つ
とい
うこ
とで
すが 、
香港の
場合は、
五五O万か
ら六OO万人とい
うこ
と
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や
台湾は

で、
国内市場が
小さい 。
そのため
殆ど
対外依存するわけで
す 。
この
点は、
韓国や
台湾と
違うわ
けで、
最近の
韓国

アメ
リカの

景気などに
あまり左右されない

状況が
出て
きてい
ます 。

シン
ガポール
も香港と
似ていて 、
シン
ガポールの

場合 、
石油精製に
頼る
度合が
非常に
強い
だけに一
次産品が
下

落するとガタガタして
きます 。

の
不
安とかが
あっ
て 、
賃金水準が
大変高くなっ
てい
るとい
う問題が
あります 。
こ
れまでは
良かっ
たので
すが 、

シン
ガポール
は、
こ
れまでの
高度成長の
歪みとか、
ポス
ト・
リl・
クアンユ
lへ

はり二
五O万くらいのマ
ーケッ
トで

すと、
韓国 、
台湾とは
随分違っ
て
くる 。

や

勿論
香港
シン
ガポール
を含めて
東アジアの
活力を評価で
きるので

すが 、
どうも台湾 、

韓国とは
大きな基

盤の
違いが
あるよ
うな気がします 。



〔
四〕
儒
教
文
化
圏
の
強
さ

そこ
で今 、
こ
れらの
台湾 、
韓国 、
そして
香港、

知
識
集
約
型
の
東
ア
ジ
ア
社
会

シン
ガ 。ホ1ル
をみると
すべ
て日
本の
軍政下に
あっ
たので
す 。

少なくと
も
宮内包印ゴznEB
とか
教育とい
う問題は、
日
本の
植民地統治を
経たり 、
日
本の
軍政を
経た
状況の
中で、

か
なり
素地がで
きたとい
う否定し
得ない
事実が
あるわけで
す 。
その
点が
今日の
大陸本土と比べ
ると
大変違い
ます 。

中国大陸は、
毛沢東が
あれほど
漢字の
略字化政策をとっ
て
文盲一
掃を
展開しよ
うとした
ものの 、
現状において

三
Oパ
ーセン
トの

文盲が
存在します 。、
中国共産党の
発表で
も 、
四OOO万人の
共産党員の
内 、
（
共産党員は二五

とこ
ろが
日
本を含む
台湾 、
韓国などは
文盲率は
殆んどゼロ
で
す 。
このこ
とは
非常に
大きい
と
思い
ます 。
そし

ワbnL

 

人に一
人とい
う割合で
すか
ら
エ
リート
中のエ
リートで
すが
それで
も）
一
O人に一
人は
文盲で
す 。

て
非常に
知識集約型の
社会で
す 。
ここに
実は
儒教文化圏とい
うものの
儒教経済圏とい
うものの
強さが
あると

い
うこ
とを 、
むしろ
外国人が
最近注目し
始めた 。
考えてみると、
論語の
第一
編は、
皆さんご
承知のよ
うに
学事編

H友あり
遠方よ
り来たるμ
とい
う言葉の
後にH尚子びて
時にこ
れ
習う又喜ばしか
らずやμ
とい
うH
習うμ
で
す oH習

ぅυ
とい
う学習国家で
す 。
この
学習国家で
あり
しか
も中央と
地方の
情報伝達量のギャッ
プが
非常に
少ない
社会

で
す 。例えばアメ

リカで、
テキサスの
田
舎に
行っ
て
国際問題の
話をするなど
考えられない 。
また 、
フ
ランス
の農村に

行きますと、
確かに
豊か
な
農村社会が
残っ
てい
ますが 、
そこで
国際間題を
話したとこ
ろで
誰も聞いて
くれない 。

とこ
ろ 、が 、
日
本では

｜｜私は日
本国内で
も地方講演に
行きますが

｜｜北海道の
地方都市に
行っ
てまで
も国際間

題の講演
がで
きる 。
こ
うい
う社会とい
うのは、
実は
他にご
ざい
ません 。
オース
トラリアに

私は一
年
住んでい
まし

た 。
オース
トラリアの

農民は
非常に
純朴でいいので
すが 、
しかし
ながら国際問題を
話したっ
てちんぷんかんぶん

ちゃ
んと一
家言を
持っ
たリーダー
達がい
るわけで、
このよ
うな学習

国家で
あるとい
うこ
とは、
近代化 、
工
業化にとっ
ては
非常に
大きな
意味を
持つ
とい
うこ
とがい
えると
思い
ます 。

しか
もこ
れは、
正に 、
儒教文化圏 、
儒教文化とい
う言葉が
もしい
けなければ
漢字文化圏で
す 。

因みに
中国大陸にお
ける
毛沢東政策の一
つの
失敗は、
漢字を記号化したこ
とで
す 。
例えば 、
JH
の
下に

H心H

で
す 。
日
本はちょっ
とした
田舎に
行っ
て
も 、

と室田いて
H徳μ

と
読ませる 。
それか
ら最近中国で、
紹興酒のラベ
ルに
貼つ
で
あるの
を
実際に
見て
樗然としたので

すが 、
H仇μ

と
書いで
あっ
た 。
こ
れをH酒μ
と
読ませるので
す 。
こ
うい
う略字化を
進めて
も 、
結局文盲率は
減らな

かっ
た 。（
表意文字で
ある
漢字とい
うものは、
その
通り教えてい
くこ
とに
意味が
あっ
たに
も拘らず 、
それを
略字化

し、
やがてロ
ーマ

字化Lょ
うとしてい
る）。
こ
うい
うこ
とを
実はやっ
たわけで
すが 、
それに
も拘らず文盲率は
減ら
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ない 。
そこ
で
中国では現在 、
この
漢字の
略字化を一
時ス
トッ
プしよ
うとしてい
ます 。

こ
うい
うこ
とを
含めて
考えますと
｜｜我々

は
意外に
気づいてい
ません
けれど
も
｜｜殆んど

文盲がい
ない
社会で、

しか
も知識集約型の 、
情報伝達量が
中央も地方も格差の
ない
社会とい
うものが 、
正に
東アジア 、
我々
の
所に
存在

するので
す 。

(2) 

儒
教
的
な
倫
理
が
生
み
だ
す
緊
張
と
秩
序

それか
ら 、
そもそも儒教とは一
体何かといい
ますと、
宗教的な自
縛がない
とい
うこ
とで
す 。
た
また
ま今 、
私の

家でインドネシアの
学生を一
人 、
一
年間預かっ
てますが ‘
このお
世話が
大変で
す 。
一
日五
回
とにか
くお

祈りし



ま
すし
ラマ
ダンの
期聞には
断食を
徹底的に
やりますし、
それからご
承知のよ
うに
豚肉を
食べ
ません 。
こ
うい
う

敬度なイス
ラム
教徒を見てい
まして 、
確かに
頭が
下がる
思いが
する
反面 、
こ
れはやは
り

近代化・
工
業化とい
う点

では
大変だと
思い
ます 。

とこ
ろが
儒教の
徳目 、
例えば
仁とか
義とか理とか
い
ろい
ろ
あるわけで
すが
こ
れらの
ものは
知らず知らずの

うちに
一つの
集団形成の
緩やか
な規範に
なっ
て
きてい
るわけで
す 。
従来 、
儒教的な
倫理とい
うもの
は、
封建的

な
束縛に
繋がると吾一口われてい
ましたが 、
実は
ある
程度の
集団形成の
中の
緊張をもたらし
なが
ら
秩序を生みだ
す 、

西
欧的な個人主
義とは
違っ
た
倫理規範ではないかとい
う気がします 。

ン
トで

すので、

近代化理
論とい
うと、
すぐマッ
クス・
ウェ
lパ
ー

を思い
浮かべ
るわけで
すが 、
彼はご
承知のよ
うにプロ
テス
タ

い
わば

H禁欲主義とい
うものが
資本主義の
精神に
合致する 。
だか
ら近代化・
工
業化は、
ピュ
lリ
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タリズムの
影響を
受けた
所で
なければ
駄目で
あるμ
と
唱えたので
すが 、
最近はウェ
lパ
lの

学説さえも覆すよ
う

な
日
本やアジア
儒教文化圏の
発展が
ある 。
マ
ルクスのモ
デル
も
アジアは
停滞だと言っ
た
けれども
日
本はそ

うではなかっ
たし、
最近のNICS
諸国もそうではない 。
い
ずれも 、
従来の
社会科学の
学説を
覆すよ
うな形で

現実が
発展して
きでい
るとい
うこ
とだと
思い
ます 。

しか
も従来アジアでは
日
本だけが
近代化の
例外だと言われましたが 、
最近の
台湾にせよ
韓国にせよ 、
NIC 

S
諸国にせよ 、
あるいは
Jbow問自ぺを揚げたマ
レ
ーシアにせよ 、

シン
ガポールにせよ 、
皆 、
日
本を
見習えとい
う

こ
とで、
H日

本だ
けが
近代化のモ
デルμ
とは壬一ロえない
時代が 、
八0
年代には
幕を
聞いて
きているわけで
す 。

かつ
て
儒教文化圏は
近代化・
工
業化に
適さない
と言われ 、
やがて日
本だけは
例外だと言われるよ
うに
なっ
た 。

それが
儒教文化圏自身が 、
従来のヨ
ーロッパ

的な
価値観とは
違っ
た
意味で、
経
済の
近代化に
とっ
て
非常に
有意義

族集団主義を評価する
人達もい
ます 。
こ
れは、

なもの
を
持っ
てい
るのではないかとい
う問題が 、

今出て
きてい
るので
す 。
勿論その
中で、
例えば
集団主義とか
家

日
本と
韓国では
随分違い
ますし、
日
本型の
縦社会と、
中国および

東
南アジア
華僑によ
くみられる

横社会との
聞に
も随分違い

が
あります 。
中国人
社
会とい
うの
は、
地
縁
血
縁の

ネッ
トワ
ークで

広がっ
てい
く社会で

す 。
で
すか
ら
横社会とい
うは、

流通関係においては
うまくい
くけれど
も 、
工

業化は
難しい
と
考えられた 。
しかし
台湾などを
見ると、
やりよ
うによっ

ては
成功するわけで
す 。
い
ずれにして
も

れてい
ます 。

小集団の
形成にか
なり儒教的な
倫理が
役立っ
てい
るのではない ミ

が 、
最近い
ろい
ろな形で
採り上げら

また 、
H長幼の

序μ
とかな印
33Eq
唱え
gべとい
うもの
を 、

けでして
そのこ
と
も評価で
きるか
もし
れません 。

ヨ
ーロッパ

的な
意味とは
違っ
た
意味で
使っ
てい
る
わ

儒教文化圏を見てい
ると、
ぬ。5250E
E∞－Dog
s－白色。ロ印庄司

が
非常にいい
とい
うこ
とが
言えます 。

それか
ら 、
最近チャルマ・
ジョ
ンソン・
カリフォルニ
ア
大教授も言っ
てい
るよ
うに 、

特に日
本 、
台湾 、
韓国の
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かとい
うこ
とも研
究課題で
す 。

一
体どうなの

ス
も 、
ある
種の
福祉社会の
行きすぎで
うまくいか

なくなっ
た 。

フランスのよ
うに
固有化部分が肥大化し

すぎて
うまくいか

なくなっ
たり
イギリ

とで
いつ
も問題に
なる 。
とこ
ろが日
本の
場合は

アメ
リカ
も 、
大きな政府か
小さな政府かとい
うこ

い
ろい
ろ企
業活動の
上で
役所とい
うものが
目の
上の
癌みた

いに
なる
点が
ありますが
そのこ
とが
実際の
企
業活動に
適度の
緊張を与え
その
結果として
逆にビ
ジ
ネス
活動を

活性化するこ
とに
役立っ
てい
るのだとい
う問題提起が

あります 。
緩やかな規制とい
うものが

業活動に
とっ
て
一つのパ
ネに
繋がっ
てい
くとい
う問題を提起してい

る
学者もい
まして

逆にそれぞれの
企

韓国の
東アジア
諸国に
見られる
特徴だそうで
す 。

こ
れも
日
本 、
台湾 、



(3) 

二
一

世
紀
は
東
ア
ジ
ア
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

そうなりますと 、
やはり一
二
世紀は
東アジアが
世界をリードしてい
く時代で、

その
核心は、
日
本で
あり 、
周辺

諸国の
台湾で
あり 、
韓国で
あるとい
うこ
とに
なるか
もしれない 。
そのよ
うな見通しが
出始めたのは、
実は一
九八

一一
年に
遡ります 。
一
九八三
年を
境にして 、
アメ
リカの

対外貿易に
占めるこ
れらアジア
地域の
比重が
ヨ
ーロッパ

地域の
比重を
凌駕して 、
それ以降この
逆転現象は
元に
戻らない 。
で
すか
ら私は、
そうい
う意味で
も正に
太平洋時

代 、
その
中で
も
東ア
ジア
時
代だ
と
思い
ま
す 。
オ
ース
ト
ラ
リア

側は、
自
分
達を
そこ
に
入
れて
巧2ZS
Hよーの5n

－NO担。ロ
だと言い
ます 。
い
ずれにして
も 、
西
太平洋ないし
東アジア
地域とい
うものが 、
貿易の
実態の上か
ら見て
も

今や世界の
中心に
なっ
て
きてい
ます 。
もうヨ
ーロッパ

ではない 。
アメ
リカ

人と
大西
洋ではなくて 、
太平洋の
時代

で
す 。大平政権の

時に
私も 、
環太平洋連帯構想の
委員の一
人としてい
ろい
ろ
勉強しましたが 、
結局 、
NICS
諸国で
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あり東アジア
諸国なので
す 。
例えば 、
勿論台湾を
中国の
代表と
考えるわけにはい
か
ない
けれど
も 、
台湾が
持っ
て

い
る経
済的な現実を
無視するわけにはい
か
ない 。
つ
まり ‘
この
地域の一
つの
要の
地位に
ありなが
ら 、
あの
小さな

台湾だけで
中国大陸全土に
匹敵する
貿易量が
あり 、
現実に経
済を
動かしてい
る 。
恐らく今後、
その
量は
もっ
と
増

えてい
くでしょ
う。
中国は
私が
見るとこ
ろ 、
西
側と
貿易をやるとそれだけ赤字が
増えてい
きますから 、
どうし

て
も消極的に
ならざるを
得ない 。
日
中貿易もそうで
す 。
今後、
日
中貿易を
拡大しよ
うとすれば
するほど 、
中国側

は
赤字に
なります 。
ご
承知のよ
うに 、
中国か
ら
買うものは
石炭で
あり 、
石油で
あり 、
農産物で
す 。
こ
うい
う構造

で
すから 、
中国側はそれ以上
伸びない 。
そうなると 、
ますます台湾の
貿易量は
多くなる 。
そして
中国は、
その
分

だけソ
連や東欧諸国との
相互
依存関係の
中で
動いてい
かざるを
得ない 。
そうしますと 、
そこにはい
ろい
ろ
問題が

出て
くるわけで

すか
ら 、
それらの
ものが
全て
競合してい
くとい
う状況が

好ましい 。
そしてで
きれば 、
台湾なり 、

香港なり
日
本なりの
経
済的な活力とい
うものが

いい
意味で
中国大陸をもっ
と別の
形で
刺激してい
くこ
とを
期

待します 。
最近 、
広東辺りで
も 、
台湾製のオートバ
イがたくさん
出てい
るとか 、
逆に
台湾で
中国の
製品が
出始めてい
ると

か 、
経
済とい
うものはい

わば
政治の
壁を
越えて
動いてい
きま
ずか
ら 、
相互の
製品が
流通してい
くと 、

大陸の
近代

化が
もっ
と
促進されるか
もし
れません 。
ただこ
れは
社会主義 、
マ
ルクス・
レlニ
ン
主義の
原則を
取る
人達にとっ

ては、
非常に
危険な選択に
なるわけで
す 。

経
済特別区と
高雄の
加工
貿易区を見て
来ましたが 、
同じよ
うずい
とをやろうとしてい

るに
も拘らず雲泥の

差で
す 。

例えば 、
経
済特別区などと言わ
ずに 、
福建省全体を自由化したら 、
もっ
とうまくい
くか
もしれません 。

深
判の

主義としての
制約が
あっ
て 、
どうして
も限界が
ある 。

その
違い
とい
うもの
を 、
もし
大陸が
学べ
ばい
ろい
ろなこ
とがで
きる
筈で
すが 、
結局そこに
先程言っ
たよ
うな社会
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で
すから私は、
い
ずれ
中国大陸も 、
こ
うい
う儒教経

済圏の

中に
入っ
て
くるだろうと

思い
ますが
それはやはり
一
人当りGNPが二
000ドル
くらいに

なっ
て
初めてそう

なると
思い
ます 。
それまでは
今の
共産党体制でい
か
ざるを
得ない 。

また 、
台湾みたい
な存在がそこに
あるとい
うこ
と 、

除外 、
排除されてい
るに
も拘らず

つ
まりIMFからもGATTからも 、

それから国連からも

非常に
うまく生きてい

るのは
何故かとい
う大問題を

我々
は
提起されてい
る

わけで
す 。
い
わば
民間経
済の
民活時代の
国際版ではない
か 。
つ
まり 、
国連とかIMFとか

そうい
う公的な国

際経
済機構とい
うものの

持つ
意味が 、
今日の
相互
依存関係が
異常に
高まっ
てい
る
国際経
済社会の
中では、
かなり

低下してい
るのではないかとい
う問題を 、

我々
は
同時に
提起されてい
るよ
うな気がします 。



私自身は、
日
本人の
立
場か
らすれば 、
中国大陸に
も台湾に
も
等距離で
考える
視野が
必要で
あっ
て 、
一つの
中国

とか、
台湾統一
とかは、
結局中国人社会の
問題で
あるとい
う立場を
取るべ
きだと
思い
ます 。
現に 、
私の研
究室に

は、
台湾か
らも中国大陸か
らも留学生が
来ていて 、
机を並べ
て
仲良くやっ
てい
ます 。
で
すから 、
今後の 、
環太平

洋連帯の
あり方も 、
我々
はそうい
う立
場を
貫く必要が
あります 。
そして 、
そうい
う形の
中で、
儒教文化圏とい
う

ものが
もう一
度見直されて 、
中国大陸において
も自己の
伝統へ
の
再評価が
起こ
るこ
とも 、
やがては
期待で
きるの

ではないかと
思い
ます 。

（昭和六十一年
九月十一
日講演）

寸ー 発 発 発
行 行 行。--'-- 所 人 日ノ、
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